
先進技術を活用した石油コンビナート災害対応支援に

関するニーズ調査及び事例・文献調査について（案）

１ ニーズ調査 

  石油コンビナート災害対応について、各関係機関が抱える課題、特に

情報の収集、分析及び状況判断に関するものを調査する。

（１） 調査対象

ア 消防本部

９０本部（石油コンビナート等特別防災区域を管轄する消防本部） 

イ 防災本部

３３都道府県

ウ 特定事業所

６７２事業所

（２） 調査内容

別紙１のとおり

２ 事例・文献調査 

（１） 事例調査

先進技術の活用イメージを広げ、議論を活性化するため、先進技術

の活用事例について、国内外、分野を問わず調査する（別紙２）。

（２） 文献調査

事例調査の過程で必要となった場合、又は検討会からの指示があっ

た場合には、必要な文献について調査を行い、委員への情報提供、検

討会における報告などを行う。

資料５
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アンケート内容（消防本部、防災本部、特定事業所）について 

 

※記載する内容が文例と重複する場合は、省略せず、再掲してください。 

項目例 現状の課題等 

場
所
に
関
す
る
情
報 

事業所内の施設の配置 

 

発災場所周辺の施設配置状況 

 

事業所内の道路図 

 

発災場所へのルート 

 

その他 

例： 事業所が広いため、発災場所に到着するのに（特に後続
隊）逐一案内が必要 

 
例： 情報が電話やＦＡＸでのやりとりとなるため、事業所の

全体像がイメージできない 
 
例： 発災場所や経路、施設の概要など、同じことを消防隊に

何回も説明しなければならない 

災
害
起
因
物
質
・
プ
ラ
ン
ト
の

運
転
に
関
す
る
情
報  

取扱物質の品名、数量、性状、危

険性、消火方法 

 

起因物質の状況（温度、圧力等） 

 

発災施設の運転状況 

 

その他 

例： 異常な温度や圧力の上昇を示す施設が外観からはわから
ない 

 
例： プラントや原因物質の名称が専門的すぎて、具体的にど

ういう危険があるかわからず、上司や国への報告に困る 
 
例： 物質の性状やプラントの作業工程などは、専門の者でし

か答えられない 

災
害
活
動
支
援
に
関
す
る
情
報 

負傷者、要救助者の状況 

 

安全装置等の有無と作動状況 

 

特定防災施設や防災資機材等の配

置状況 

 

泡消火薬剤等の備蓄状況 

 

消防隊・自衛防災組織の活動状況 

 

効果的な活動方法 

 

広域的な応援部隊の状況 

 

気象状況等に応じた災害拡大予測 

 

発災事業所周辺の状況 

（街区や学校等周辺への影響等） 

 

その他 

例： 逃げ遅れの有無が、施設内に進入しなくてもわかる方法
はないか 

 
例： 県内の応援可能な部隊がどれくらいあるか聞かれたとき

に、速やかに答えられなかった 
 
例： 被害状況をわかりやすく説明したかったが、施設の図面

をすぐに準備できなかった 
 

そ
の
他 

上記の項目以外でありましたら、 
自由に記述してください。 
 

例： 施設の温度や圧力などの客観的な情報がわかったとして
も、その情報を総合してどのように活動に活かすかわから
ない 

 
例： 現状ＦＡＸで消防本部、国と情報共有を図っているが、

ＦＡＸでは具体的な災害の状況、部隊の活動状況、終息の
見込みがわからない 

 
例： リアリティのある訓練ができていない 
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 上記に記載して頂いた課題に対して、先進技術を活用し、解決できるイメージがありましたら 

自由に記述してください。 

 
例： 場所に関する情報、災害起因物質・プラントの運転に関する情報、その他に対して、 
     事業所、防災本部、消防本部及び消防隊が、事業所内の構内図、構内の状況、発災施設の位置等を

共有することができれば、解決できると考えられる。 
 

事業所、防災本部、消防本部及び消防隊が、事業所内の構内図、構内の状況、発災施設の位置等を共
有することができれば、解決できると考えられる。 

 
構内の状況をリアルタイムに、構内図に反映させることにより、消防隊への情報提供を容易にし、解

決できると考えられる。 
 
例： 災害活動支援に関する情報に対して、 

車両及び隊員の位置、動態をリアルタイムに把握することができれば、解決できると考えられる。 
 
    発災施設だけでなく、事業所及びその周囲まで、俯瞰することができれば、解決できると考えられる。 
 

車両及び隊員の位置、動態をリアルタイムに把握することができれば、解決できると考えられる。 
 
例： その他に対して、 
    現在提供できる情報について、消防本部と情報を共有することができれば、解決できると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
※ 項目、課題（例）にとらわれず自由に記載をお願いします。また、別紙を用いて絵や図を載

せて頂いて構いません。 
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事例・文献調査について 

 

１ 国内事例について 

⑴ 情報一元化システム 

 
 
日々の点検情報のみならず、取扱物質、温度、圧力等を含めたプラント内のデータを一元

管理する手法として、さらに調査を実施する。 
 
 ⑵ スマートグラス 

 

    
装着者視点の映像を遠隔で確認することができることから、現場活動者と現地指揮本部と

の橋渡しとなるツールとして、さらに調査を実施する。  

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_100832.html(国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構のホームページより） 

ＥＰＳＯＮのカタログより 
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２ 海外事例について 

 ⑴ シミュレーター 

 
ローゼンバウワー社のカタログより 

 

消火戦術における技術の伝承は、机上又は想定訓練によるところであり、より現実に即し

た訓練として、さらに調査を実施する。 
 
 ⑵ 管理システム 

 

 
ローゼンバウワー社のカタログより 

 

   災害の変化に応じた部隊運用のため、各部隊の状況等を自動的に収集するシステムとして、

さらに調査を実施する。 
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